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1．はじめに 
 富栄養化した閉鎖性水域において、藍藻類等の植物プランクトンの大量増殖は多くの水環境問題の原

因となる。ため池では悪臭や景観障害など様々な問題を引き起こしており、藍藻の異常発生を抑制する

手法の確立は急務である。藍藻類はガス胞を持ち浮力調節を行うことで、日周期的な鉛直移動を行うこ

とが知られている。しかし、藍藻類の鉛直移動については様々な生態学的要因や水理学的要因が複雑に

作用していると考えられ、実際のフィールドでの鉛直移動特性に関する見解は一様でない（増木ら、

2012）。それに加えて、閉鎖性水域における日周期的な藍藻類の挙動について観測した事例は少ない。

これらを踏まえ、著者らはため池において短期的な藍藻類の挙動について知見を得ることを目的とし、

水理学的要因および栄養塩分布に着目して検討を進めた結果、栄養塩分布と藍藻の挙動に明確な相関は

示されず、水温成層場の形成・消失過程が支配的であること、また群体の大きさが移動速度に影響を及

ぼす可能性を示した。本研究では藍藻類の鉛直移動速度が群体の大きさにより変化する点に着目し、藍

藻類の群体面積および細胞数の観測により群体形成と鉛直分布特性の関係性を検討した。 

 

2．現地観測概要 
 調査地は盛岡市高松の池（最大水深 3.7m、集水面積 1.9
㎞²）である。調査期間は2018年 9月12日 12:30~14日 12:30
の 48時間とし、観測地点における水深は2.7m、観測時の透

明度は1.0mであった。調査概要をFig.1に示す。気象条件と

して日射、風向、風速、気温、湿度、雨量を測定した。また、

DO を miniDOT にて、水温を熱電対にてそれぞれ 1 分間隔

で計測した。植物プランクトン量は多波長励起蛍光光度計を

使用し、15 分おきに一定速度で水面から水底まで降ろして

鉛直分布を測定した。顕微鏡による藻類の群体面積の計測は、

水深 0~2.5m まで 50cm 間隔で 1 時間ごとに採水したものを

用いて行った。 
 
3．観測結果 
3-1 観測時の気象条件 

 気象観測の結果をFig.2に示す。日中はおおむね

快晴であり、気温は最終日のみ 25℃を超えた。風速

は両日とも日中に大きくなり、また期間中降雨はな

かった。 

3-2 水温およびDOの時系列変化 

水温とDOの時系列変化をFig.3に示す。図より

日中に水温成層が形成され、夕方から翌朝にかけて

混合層が発達するサイクルを繰り返していること

Fig.1 調査対象池 
The target pond 
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Fig.2 気象条件 
Weather conditions 
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がわかる。DOに関しては上層にあたる水深

20cmで日中に増加し、夜間に緩やかに減少す

る傾向がみられた。これは植物プランクトンに

よる光合成および消費によるものだと考えら

れる。水深170cm以下の下層はほぼ横ばいで貧

酸素状態であることが分かる。 

3-3 藍藻類の分布  

 Fig.4は蛍光光度計から得た藍藻分布の時間

変化を、Fig.5は顕微鏡から得た藍藻分布の時間

変化を示す。蛍光光度計では水面の表層を計測

することはできないので水深0.1mからの表示

になっている。蛍光光度計による結果では夕方

から早朝にかけて水深 2～2.7m 付近に停滞し、

朝 6時 30分頃急上昇、その後降下してまた停

滞している。顕微鏡から得た分布でも、朝方に

上昇して時間の経過とともに降下し、また上昇

するという傾向が示された。ただし、両者には

その総数や傾向に関して相違点も見られ、計測

範囲の差異等を考慮に入れて相補的に検討を

行う必要がある。 

3-4 群体の平均面積と鉛直分布 

群体の面積と鉛直分布について検討するた

めに、顕微鏡から得た分布において、特徴的な

時間を抜き出し群体の平均面積と細胞数の関

係について検討した。Fig.6は群体の平均面積と

細胞数の関係を示す。群体の平均面積は極端な

値に影響されるのを防ぐため、上位3つの値を

平均して求めている。細胞数が多い水深では群

体面積も大きいことが読み取れる一方、細胞数

が多い水深での群体面積には大きな差がある

ことも読み取れる。藍藻の群体は概ね水中で拡

散することなく移動するが、特に細胞数が多く

なる表層部分では凝集しさらに大きな群体を

形成していると考えられる。 

 

4．まとめ 

藍藻類の群体面積および細胞数の観測によ

り群体形成と鉛直分布特性の関係性を検討し

た結果、藍藻の群体は水中で拡散することなく

移動し、表層付近では更に大きな群体を形成することがわかった。 
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Fig.4 藍藻分布の時間変化（蛍光光度計） 
Variety of the distribution of Blue-Green Algae 

(Multi-Exciter) 

Fig.5 藍藻分布の時間変化（顕微鏡） 
Variety of the distribution of Blue-Green Algae 

(Microscope) 

Fig.6 群体の平均面積と細胞数 
Average area and cell number of colonies 
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Fig.3 水温とDOの時系列変化 
Variety of water temperature and DO 
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